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区　分 

 

施設概要 

 

 

 

 

整備スケ

ジュール
 

 

防災未来館（１期） 

鉄骨造（制震構造） 

地上７階、地下１階、塔屋１階 

建面積：1,887.80m2 

延面積：8,557.69m2 

平成12年３月～ 

　　　　基本設計及び実施設計 

平成13年１月  建築工事着工 

平成14年３月  完成 

　　 　 ４月27日オープン 

平成20年１月９日 

　　　　リニューアルオープン 

ひと未来館（２期） 

鉄筋コンクリート造（制震構造） 

地上７階、地下１階  

建面積： 2,059.97m2 

延面積：10,197.08m2 

 

平成12年９月～ 

　　　　基本設計及び実施設計 

平成13年11月  建築工事着工 

平成15年３月  完成 

　　 　 ４月26日オープン 

機械室 収蔵庫 機　械　室 

ひと未来館（2期） 
有料ゾーン 

防災未来館（1期） 

研究部門（研究室等） 

人材育成部門（セミナー室等） 
資料室 

展示部門（震災追体験フロア） 

展示部門（震災の記憶フロア） 

ガイダンスルーム 

（2期展示プロローグ） 

レストラン・ 
ショップ 

展示部門 
（こころのシアター） 

展示部門（自然､人､コミュニケーションの各ゾーン） 

地震防災フロンティア研究センター 

 
（財）ひょうご震災記念21世紀研究機構 

 

国連地域開発ｾﾝﾀｰ防災計画兵庫事務所 
国連人道問題調整事務所､アジア防災ｾﾝﾀー 

国際防災復興協力機構 
 

展示部門 
　　（防災・減災体験フロア） 

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F







人と防災未来センターの組織 

人と防災未来センター長 

普及事業部長 

主幹兼総務課長 

事業課長 

運  営  課  長 

展示改修課長 

研究部長（副ｾﾝﾀｰ長総括担当が兼務） 研究員 

上級研究員 

（非常勤） 

課員 

課員 

震災資料研究主幹（非常勤） 

企画運営部長 

課員 

課員 

（資料室）資料専門員・司書　 

副センター長 
（総括担当） 
 

副センター長 
（運営担当） 
 

所　属 

総務課 

事業課 

研究部 

企画運営部 

計 

職　員 

5 

4 

8 

6 

23

非常勤職員 

6 

0 

0 

0 

6

日々雇用職員 

2 

0 

0 

1 

3

計 

13 

4 

8 

7 

32



科　目 備　考 
平成19年度当初 平成18年度当初 増　減 

予　算　額 

Ⅰ事業活動収支の部   
 1  事業活動収入  
  ① 事業収入 
  （1）入館料収入 
  （2）駐車場等収入 
     
  ②補助金等収入 
  （1）指定管理料収入 
  （2）その他補助金等収入 
     
  ③ 雑収入 
  （1）受取利息 
  （2）雑収入 
     
  ④ 繰入金収入 
     
   事業活動収入計 
     
 2 事業活動支出   
  ① 事業費支出 
     
  （1）調査研究等事業費支出 
     
  （2）施設運営等事業費支出 
     
  （3）その他事業支出 
     
  ② 管理費支出 
     
  ③ 繰入金支出 
     
    事業活動支出計 
    　事業活動収支差額 
     
 Ⅱ 投資活動支出の部   
  １ 投資活動収入 
     
    投資活動収入計 
     
  ２ 投資活動支出 
  ① 特定資産取得支出 
　　　退職給付引当資産取得支出 
     
    投資活動支出計 
    　投資活動収支差額 
 当期収支差額 
 前期繰越収支差額 
 次期繰越収支差額 

 
 

123,212　 
（114,891） 
（8,321） 

 
1,114,107　 

（1,065,807） 
（48,300） 

 
43,754　 
（1） 

（43,753） 
 

1　 
 

1,281,074　 
 
 

1,044,397　 
 

（166,851） 
 

（828,542） 
 

（49,004） 
 

233,507　 
 

1　 
 

1,277,905　 
3,169　 

 
 
 
 

0　 
 
 

3,169　 
（3,169） 

 
3,169　 

－3,169　 
0　 
0　 
0　 

 
 

146,452　 
（116,156） 
（30,296） 

 
782,736　 

（738,175） 
（44,561） 

 
48,594　 
（1） 

（48,593） 
 

1　 
 

977,783　 
 
 

737,746　 
 

（181,091） 
 

（489,958） 
 

（66,697） 
 

236,827　 
 

1　 
 

974,574　 
3,209　 

 
 
 
 

0　 
 
 

3,209　 
（3,209） 

 
3,209　 

－3,209　 
0　 
0　 
0　 

 
 

－23,240　 
（－1,265） 
（－21,975） 

 
331,371　 

（327,632） 
（3,739） 

 
－4,840　 
（0） 

（－4,840） 
 

0　 
 

303,291　 
 
 

306,651　 
 

（－14,240） 
 

（338,584） 
 

（－17,693） 
 

－3,320　 
 

0　 
 

303,331　 
－40　 

 
 
 
 

0　 
 
 

－40　 
（－40） 

 
－40　 
40　 
0　 
0　 
0　 

 
 
 
 
駐車場、ショップ等 
（ショップ業務委託による減） 
　 
兵庫県（展示情報更新事業費の増） 
研究受託等（外部研究受託等増） 
 
 
 
研修受講料、テナント光熱水費 
 
一般会計から 
 
 
 
 
 
調査研究、専門家派遣、資料
収集、人材育成、交流（調査
研究、専門家派遣等の減） 
展示運営、施設管理、駐車場
（展示情報更新事業による増） 
研究受託等（ショップ事業等減） 
　 
  
 
一般会計から 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





震災資料検索用コンピュータ



阪神・淡路大震災地図情報経年閲覧システム画面







図　書 

部　門 

資　料 

資料室全般 

総　　　数  

10,511  

15 ,297  

1 ,183  

528  

3 ,710  

31 ,229  

4 ,568  

1 ,680  

15 ,015  

59  

217  

238 本 

126 件 

17,454  

3 ,710  

1 ,107  

159,609  

1 ,273  

5 ,054  

123,453 枚 

167,043  

91 ,141  

90 ,987  

12 件 

12 回 

200  

200  

0  

1 ,595  

20  

138 

 

図書 

雑誌 

チラシ 

映像 

その他 

総数 

映像・音声（点数） 

紙（点数） 

モノ（点数） 

写真（点数） 

全 体 数 

解 　 決 

未 解 決 

入力件数 

申請件数 

申請資料総点数 

 

 
相談業務件数

 

 

資料閲覧申請件数 

資料点数 

件数名 

受入図書件数  

(購入含む）  

バーコード登録件数   

図書購入件数   

目次入力済件数   

依頼状発送件数   

礼状発送件数   

ビデオ貸出本数（件数）   
  

調査先総数  

資料提供者件数    

総点数 

閲覧用端末での検索可資料点数   

一般公開可資料点数   

資料提供件数（データ未入力を含む）   

調査回数（データ未入力を含む）  

入
力
済
件
数 



図 書  

雑 誌  

チ ラ シ  

映 像  

そ の 他  

総 数  

10,511 

15 ,297 

1 ,183 

528 

3 ,710 

31 ,229

346 

286 

19 

10 

46 

707

平成19年度資料室 

受け入れ二次資料点数 

平成19年度3月末現在 

二次資料点数（累計） 

月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

合計 

人　数 

2,295 

6 ,985 

3 ,687 

1 ,564 

2 ,323 

2 ,843 

1 ,853 

572 

348 

561 

279 

416 

23 ,726

（単位；人）



調査先にアプローチ　17,454件 

資料総点数　167,043点 

資料提供有（3,710件） 

センターに公開を一任（112,529点） 

orｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上での公開のみ不可（55点） 

館内目録検索可資料点数　91,141点、インターネット目録公開点数　90,987点 

＊ 「館内目録検索可資料点数」≒「公開可資料点数」＋「条件付可資料点数」 

　（資料整理作業中の資料は除く） 

＊ 「インターネット目録公開点数」≒「公開可資料点数」＋「条件付可資料点数」

　－「紙資料、写真、映像・音声資料の著作権者≠提供者の資料点数」（資料整 

　　理作業中の資料は除く） 

別途協議（54,459点） 

「別途協議」資料の内訳 

公開条件 

調査拒否or資料無（13,744件） 

紙 

モノ 

写真 

映像・音声 

　　計 

53,174 

55 

949 

281 

54,459

データベース上の公開判別内訳（資料整理作業中の資料も含む） 

紙 

モノ 

写真 
 

映像・音声 

　合　計 

公開可 

76,475 

1 ,198 

839件 

55,008枚 

235 

78 ,747

条件付可 

29,041 

4 

745件 

310枚 

0 

29,790

不　可 

1 

0 

0件 

0枚 

0 

1

保　留 

881 

15 

2 ,506件 

36,183枚 

589 

3 ,991

計 

106,398 

1 ,217 

4 ,090件 

91,505枚 

824 

112,529



新聞名 

読売新聞 

朝日新聞 

毎日新聞 

神戸新聞 

日本経済新聞 

産経新聞 

計 

掲載回数 

32 

14 

22 

46 

7 

11 

132

掲載割合 

24.3 

10.6 

16.7 

34.8 

5.3 

8.3 

100.0

平成19年度関連記事の掲載回数（新聞社別） 

新聞名 

読売新聞 

朝日新聞 

毎日新聞 

神戸新聞 

日本経済新聞 

産経新聞 

計 

掲載回数 

323 

249 

261 

516 

61 

160 

1,570

掲載割合 

20.6 

15.8 

16.6 

32.9 

3.9 

10.2 

100.0

（参考）センター関連記事の掲載回数累型（新聞社別） 













時　　間 

09：30－09：40（10） 

 

09：40－11：10（90） 
 

11：10－11：20（10） 

11：20－11：50（30） 
 

11：50－12：15（25） 

12：15－13：00（45） 

13：00－13：05（05） 

 

13：05－14：05（60） 

 

14：05－14：15（10） 
 

14：15－14：30（15） 

14：30－14：35（05） 

 

14：35－14：50（15） 

 

14：50－16：30（100） 
 

16：30－17：00（30） 

17：00－17：10（10） 

内　　容 

開催の挨拶 

鳥取県知事 

災害の教訓と自治体のトップに求められる役割 

センター長 河田惠昭 

～休　憩～ 

災害対策本部とは何か？－求められる機能とマネジメント－ 

主任研究員　近藤民代 

阪神・淡路大震災における当日から３日後までの映像 

～休　憩～ 

過去の災害における自治体のトップが果たした役割 

主任研究員　近藤民代 

演習①災害対策本部長（首長）に求められる役割および

能力とは何か？  

災害時に本部長が果たすべき役割とは何か？ 

研究主幹　越山健治 

～休　憩～ 

演習②オリエンテーション 

主任研究員　近藤民代 

市民に向けての対応方針とメッセージ発信に求められること 

研究調査員　川西勝 

演習②災害対策本部資料をもとにして、自治体の方針対

応方針を決定し、市民へのメッセージ案を作成する 

記者会見 

全体の講評及び閉講 



時　　間 

09：45－10：00（15） 
 

 

10：00－11：30（90） 

 

11：30－12：05（35） 

12：05－13：00（55） 

 

13：00－13：25（25） 

 

 

13：25－13：40（15） 

 

 

13：40－13：50（10） 

 

13：50－14：00（10） 

 

14：00－14：45（45） 

 

14：45－15：00（15） 

15：00－16：00（60） 
 

16：00－16：15（15） 

16：15－16：35（20） 

16：35－16：40（５） 

内　　容 

開　講　式 

秋田県幹部 

最近の災害の教訓と自治体の首長の役割 

―新潟豪雨災害と新潟県中越地震災害の教訓を中心として―  

センター長 河田惠昭 

阪神・淡路大震災における当日から３日後までの映像 

～休　憩～ 

災害対策本部に求められる役割は何か？ 

―災害対策本部に求められる機能とマネージメント― 

主任研究員　近藤民代 

災害対応のリーダーが被災者に向けて対応方針やメッセ

ージを発信するために求められること 

リサーチフェロー（読売新聞大阪本社科学部主任）川西勝 

演習オリエンテーション 

―対応方針を決定し、市民へのメッセージ案を作成する― 

主任研究員　近藤民代 

災害対策本部資料の説明（災害から３日目の状況を説明する。） 

演習ステージ①（現状把握と状況予測） 

災害対策本部資料をもとに、現状を把握して、今後の状

況予測を行う 

～休　憩～ 

演習ステージ②（対応方針の決定） 

現状把握と状況予測より対応方針を検討する。 

記者会見（被災者に向けてのメッセージの発信） 

全体の講評など 

閉　講　式 

秋田県幹部 



1限 
（9:30～10:45） 
 

2限 
（11:00～12:15） 
 

3限 
（13:30～14:45） 
 

4限 
（15:15～16:30） 
 

ベーシックコース 主担当：　主任研究員　原田　賢治 

5月28日（月） 5月29日（火） 5月30日（水） 5月31日（木） 6月1日（金） 

 
（10:50～11:15） 
　開講式 
（11:15～12:30） 
　オリエンテーション 
　原田賢治 
　主任研究員 

リスクコミュニケーション
概論 
関澤　純 
徳島大学総合科学部教授 
・防災対策策定に関して
平常時から住民とコミュ
ニケーションをとる考え
方を学ぶ 

 
災害をもたらす自然現象の
理解（風水害） 
中川一 
京都大学防災研究所教授 
・風水害の発生過程とそ
の対応方法を理解する 

 
災害をもたらす自然現象の
理解（地震・津波） 
原田賢治 
主任研究員 
・地震及び津波の発生メ
カニズムを理解する 

 
災害をもたらす自然現象の
理解（土砂災害） 
沖村孝 
上級研究員 
・土砂災害の危険性の性
質と対策事例を学ぶ 

 
被災社会の様相 
松原一郎 
関西大学社会学部 
教授 
・被災した社会の一般的
な特性について様々な災
害事例を通じて理解する 

災害過程論 
木村玲欧 
名古屋大学大学院環境学研
究科地震火山・防災研究セ
ンター　助教 
・地震発生後に生じる時
間フレームごとの現象と
課題を学ぶ 

 
 
センター展示施設見学ワー
クショップ②：全体討論会 
・市民の視点から行政は
何を行うべきかをワーク
ショップを通じて学ぶ 
・参加者との意見交換か
ら、立場による考え方の
違いを学ぶ 

地域防災計画論 
永松伸吾 
防災科学技術研究所防災シ
ステム研究センター研究員 
・地域防災計画の法的な
位置づけとそれを補完す
るプログラム、活用方策
の事例を学ぶ 

災害発生の現象理解（建物
被害・火災） 
堀江啓　インターリスク総
研主任研究員 
越山健治　研究主幹 
・建物被害及び火災の発
生メカニズムを理解する 

 
ライフライン被害の様相 
平山修久 
主任研究員 
・阪神・淡路大震災にお
けるライフラインの被害
様相と復旧過程、市民生
活への影響を知る 

 
危機管理総論 
橋本信之 
関西学院大学法学部教授 
・危機管理の基礎的な考
え方と実務上のとらえ方
を理解する 

 
都市の復興②巡検 
小林郁雄 
上級研究員 
・被災地の取り組み、ま
ちづくりの過程について
具体的な事例を学ぶ 
・現地見学を通じて学習
するとともに、意見交換
を行う 

都市の復興①概論 
小林郁雄 
上級研究員 
・阪神・淡路大震災の被
災地の復興過程と様々な
取り組みを学ぶ 

阪神・淡路大震災におけ
る行政の対応 
松原浩二　兵庫県広報課
長（防災計画課参事兼務） 
片瀬範雄 
株式会社パスコ神戸支店 
技師長（元神戸市中央区長） 
厚見和範 
西宮市防災対策グループ長 
・震災発生直後の対応状
況と出てきた課題を学ぶ 
・都道府県と市町村災害
対応の違いを理解する 
・討論を通じて災害発生
後に対応しなければなら
ない課題と対応の考え方
の理解を深める 
 

（16:15～17:00） 
　レポートタイム 
（17:00～17:15） 
　閉講式 

センター展示施設見学
ワークショップ①：施
設見学 
主任研究員 
・市民の視点から行政は
何を行うべきかを施設見
学・ワークショップを通
じて学ぶ 

災害関連法体系基礎 
山崎栄一　大分大学教育
福祉科学部准教授 
・災害対応にあたって使
える権限・財源を知る 
・災害関連法体系の全体
像と守備範囲を知る 

1限 
（9:30～10:45） 
 

2限 
（11:00～12:15） 
 

3限 
（13:30～14:45） 
 

4限 
（15:15～16:30） 
 

マネジメントコース：エキスパート（EA） 主担当：　主任研究員　照本　清峰 

6月4日（月） 6月5日（火） 6月6日（水） 6月7日（木） 6月8日（金） 

 
（10:50～11:15） 
　開講式 
（11:15～12:30） 
　オリエンテーション 
　照本清峰 
　主任研究員 

 
災害対応演習 
近藤民代 
主任研究員 
・危機発生時の具体的な
課題をもとに、災害対応
の考え方について学ぶ 

災害対応概論（対応業務総
論） 
近藤伸也　主任研究員 
・防災部局の災害発生時
の業務、阪神・淡路大震
災における災害対応業務
の時間的流れについて学
ぶ 

 
 
災害対応概論（初動期） 
室崎益輝 
上級研究員 
・初動対応時の対応と課
題について理解を深める 

 
防災計画・マニュアルの考
え方 
目黒公郎 
上級研究員 
・災害対応に活かすこと
ができるマニュアルの考
え方について学ぶ 

危機対応時の組織論（トッ
プの対応） 
遠藤勝裕　日本証券代行株
式会社　取締役相談役 
・阪神・淡路大震災での
トップの災害対応、危機
管理に対する心得を学ぶ 

 
国の災害対応 
上田健 
内閣府政策統括官（防災担
当）付参事官（総括担当）
中地弘幸 
総務省消防庁防災課震災対
策専門官 
片桐庄司 
厚生労働省社会・援護局総
務課災害救助・救援対策室
災害救助専門官 
・我が国の防災体制、内
閣府、消防庁の役割、災
害救助法等の理解を深め
る 

 
 
災害対応概論（応急期） 
越山健治 
研究主幹 
・応急対応期の対応と課
題について理解を深める 

 
 
災害対応概論（復旧・復興
期） 
中林一樹 
上級研究員 
・復旧・復興期の対応と
課題について学ぶ 

全体討論会 
主任研究員 
・災害対応に関する課題
について意見交換を行う
ことにより、考え方の理
解を深める 

危機対応時の組織論（情報
提供・報道機関対応） 
安富信　読売新聞社大阪本
社編集委員 
川西勝　研究調査員 
・災害時の情報提供方
法、報道機関対応の課題
を学ぶ 

 
市民社会ワークショップ 
立木茂雄　上級研究員 
山本康史　ハローボランテ
ィア･　ネットワークみえ
代表 
平野昌　ハローボランティ
ア･ネットワークみえ事務
局（三重県政策部東紀州対
策局副室長） 
・災害時の被災社会の対
応において、市民の力の
特徴や行政との関係のあ
り方について理解を深め
る 

危機対応時の組織論（組
織・ロジスティックス） 
小寺修司 
陸上自衛隊中部方面総監部 
・ロジスティックスの役
割とその重要性、後方支
援・業務交代などの必要
性について学ぶ 

危機対応時の組織論（情報
システム） 
浦川豪　京都大学生存基盤
科学研究ユニット助手 
・災害発生直後の被害予
測技術、システム設計に
おける業務分析の考え方
を学ぶ 

 
災害対応各論（医療活動） 
山本保博 
上級研究員 
・災害現場の医療活動体
制について理解を深める 

 
 
 
 
災害事例 ワークショップ 
照本清峰 
主任研究員 
・阪神・淡路大震災を事
例にワークショップを行
い、災害対応の考え方の
理解を深める 

（16:15～17:00） 
　レポートタイム 
（17:00～17:15） 
 　閉講式 



1限 
（9:30～10:45） 
 

2限 
（11:00～12:15） 
 

3限 
（13:30～14:45） 
 

4限 
（15:15～16:30） 
 

マネジメントコース：エキスパート（EB） 主担当：　主任研究員　平山　修久 

6月11日（月） 6月12日（火） 6月13日（水） 6月14日（木） 6月15日（金） 

 
（10:50～11:15） 
　開講式 
（11:15～12:30） 
　オリエンテーション 
　平山修久 
　主任研究員 

 
標準的な災害対応 
システム論 
林春男 
上級研究員 
・災害対応における標準
的業務手順や対応手法に
ついて 

被害認定業務 
堀江啓（株）インターリス
ク総研主任研究員 
・被害認定業務を通して
阪神淡路以降の知見が最
近の災害でどのように活
かされているかについて 

 
都市巨大災害論 
河田惠昭 
人と防災未来センター長 
・事例を通じて災害によ
る被害過程の全体像につ
いて理解する 

 
災害情報共有手法 
東田光裕 
西日本電信電話株式会社兵
庫支店主査 
・情報共有の具体的方法
について 

 
業務継続計画論 
丸谷浩明 
京都大学経済研究所教授 
・災害時において対応す
ることになる各公共機関
の主な役割と概要、BCM
の考え方について 

 
 
災害対策本部の空間構成設
計演習 
牧紀男 
京都大学防災研究所准教授 
元谷豊 
特定非営利活動法人環境・
災害対策研究所主任研究員 
・災害対策本部のレイア
ウト方法について学習
し、実際にレイアウトを
作成する 

阪神・淡路大震災の復興まちづ
くりにおける法制度上の課題 
西野百合子　弁護士 
安崎義清　司法書士 
（阪神・淡路まちづくり支援機構） 
・行政評価の手法と考え
方、防災計画等に基づく
事業の評価手法について 
 
非公共機関の災害対応 
五辻活　パルスシステム生
活共同組合連合会研究員 
水島重光　日本生活協同組
合連合会震災担当世話人 
・災害時における公共機
関以外の組織との連携に
ついて 

 
被害想定の活用方法 
照本清峰 
主任研究員 
・被害予測技術の基礎的な
考え方と災害発生後に生じ
る被害程度を想定する考え
方の理解を深める 

 
 
 
 
災害の対応事例と教訓 
細貝和司 
新潟県防災局危機対策課 
課長補佐 
足田仁司 
豊岡市市民生活部生活環境
課課長主任研究員 
・災害事例をもとに、災
害対応の課題と対応方法
の考え方について理解を
深める 
・事例をもとに意見交換
を行い、災害対応のあり
方について理解を深める 

阪神・淡路大震災における
初動体制とあり方 
吉井博明 
東京経済大学コミュニケー
ション学部教授 
・阪神・淡路大震災時の
情報提供のあり方、情報
システムの課題について 

行政業務の評価手法 
山谷清志 
同志社大学政策学部教授 
・行政評価の手法と考え
方、防災計画等に基づく
事業の評価手法について 

 
 
 
災害対応データベースを 
用いた演習 
吉川肇子 
慶応義塾大学商学部 
准教授 
・災害対応時における優先
順位付け、阪神・淡路大震
災の事例を通して災害対応
業務として構築する方法に
ついて 

災害対応従事者の 
業務管理論 
岩井圭司 
兵庫教育大学大学院学校 
教育研究科教授 
・災害対応業務を行うう
えでのマインドケアにつ
いて 

（16:15～17:00） 
レポートタイム 

（17:00～17:15） 
閉講式 



1限 
（9:30～10:45） 
 

2限 
（11:00～12:15） 
 

3限 
（13:30～14:45） 
 

4限 
（15:15～16:30） 
 

マネジメントコース：ベーシック 主担当：　主任研究員　原田　賢治 

10月15日（月） 10月16日（火） 10月17日（水） 10月18日（木） 10月19日（金） 

 
（10:50～11:15） 
　開講式 
（11:15～12:30） 
　オリエンテーション 
　原田賢治 
　主任研究員 

リスクコミュニケーション
概論 
森　康俊　関西学院大学社
会学部准教授 
・防災対策策定に関して
平常時から住民とコミュ
ニケーションをとる考え
方を学ぶ 

地域防災計画論 
永松伸吾　防災科学技術研
究所防災システム研究セン
ター研究員 
・地域防災計画の法的な
位置づけとそれを補完す
るプログラム、活用方策
の事例を学ぶ 

 
災害をもたらす自然現象の
理解（風水害） 
中川　一 
京都大学防災研究所教授 
・風水害の発生過程とそ
の対応方法を理解する 

災害関連法体系基礎 
山崎栄一 
大分大学教育福祉科学部准
教授 
・災害対応にあたって使
える権限・財源を知る 
・災害関連法体系の全体
像と守備範囲を知る 

災害過程論 
木村玲欧 
名古屋大学大学院環境学研
究科地震火山・防災研究セ
ンター助手 
・地震発生後に生じる時
間フレームごとの現象と
課題を学ぶ 

 
 
災害をもたらす自然現象の
理解（地震・津波） 
原田賢治 
主任研究員 
・地震及び津波の発生メ
カニズムを理解する 

 
センター展示施設見学ワー
クショップ②：全体討論会 
研究員 
（原田賢治、平山修久、近
藤伸也、紅谷昇平） 
・市民の視点から行政は
何を行うべきかをワーク
ショップを通じて学ぶ 
・参加者との意見交換か
ら、立場による考え方の
違いを学ぶ 

阪神・淡路大震災における
行政の対応 
松原浩二　兵庫県広報課長
（防災計画課参事兼務） 
片瀬範雄　株式会社パスコ
神戸支店技師長（元神戸市
中央区長） 
厚見和範　西宮市防災対策
グループ長 
・震災発生直後の対応状
況と出てきた課題を学ぶ 
・都道府県と市町村災害
対応の違いを理解する 
・討論を通じて災害発生
後に対応しなければなら
ない課題と対応の考え方
の理解を深める 

 
危機管理総論 
橋本信之 
関西学院大学法学部 
教授 
・危機管理の基礎的な考え
方と行政組織としての実務
上のとらえ方を理解する 

 
ライフライン被害の様相 
平山修久 
主任研究員 
・阪神・淡路大震災にお
けるライフラインの被害
様相と復旧過程、市民生
活への影響を知る 

 
災害をもたらす自然現象の
理解（土砂災害） 
沖村　孝 
上級研究員 
・土砂災害の危険性の性
質と対策事例を学ぶ 

 
都市の復興②巡検 
小林郁雄 
上級研究員 
・被災地の取り組み、ま
ちづくりの過程について
具体的な事例を学ぶ 
・現地見学を通じて学習
するとともに、意見交換
を行う 

都市の復興①概論 
小林郁雄 
上級研究員 
・阪神・淡路大震災の被
災地の復興過程と様々な
取り組みを学ぶ 

 
災害発生の現象理解（建物
被害・火災） 
越山健治 
研究主幹 
・建物被害及び火災の発
生メカニズムを理解する 

（16:15～17:00） 
　レポートタイム 
（17:00～17:15） 
　閉講式 

センター展示施設見学
ワークショップ①：施
設見学 
研究員 
・市民の視点から行政は
何を行うべきかを施設見
学・ワークショップを通
じて学ぶ 

被災社会の様相 
松原一郎 
関西大学教授 
・被災した社会の一般的
な特性について様々な災
害事例を通じて理解する 

1限 
（9:30～10:45） 
 

2限 
（11:00～12:15） 
 

3限 
（13:30～14:45） 
 

4限 
（15:15～16:30） 
 

マネジメントコース：エキスパート（EA） 主担当：　主任研究員　近藤　民代 

10月29日（月） 10月30日（火） 10月31日（水） 11月1日（木） 11月2日（金） 

 
（10:50～11:15） 
　開講式 
（11:15～12:30） 
　オリエンテーション 
　近藤民代 
　主任研究員 

 
防災計画・マニュアルの考
え方 
目黒公郎 
上級研究員 
・災害対応に活かすこと
ができるマニュアルの考
え方について学ぶ 

 
災害対応概論（対応業務総
論） 
近藤伸也　主任研究員 
・防災部局の災害発生時の
業務、阪神・淡路大震災に
おける災害対応業務の時間
的流れについて学ぶ 

 
危機対応時の組織論 
（情報システム） 
浦川豪　京都大学生存基盤
科学研究ユニット助教 
・災害発生直後の被害予測
技術、システム設計におけ
る業務分析の考え方を学ぶ 

 
災害対応概論（応急期） 
越山健治 
研究主幹 
・応急対応期の対応と課
題について理解を深める 

危機対応時の組織論（組
織・ロジスティックス） 
小寺修司 
陸上自衛隊中部方面総監部 
・ロジスティックスの役
割とその重要性、後方支
援・業務交代などの必要
性について学ぶ 

 
災害対応概論（初動期） 
室崎益輝 
上級研究員 
・初動対応時の対応と課
題について理解を深める 

 
災害対応各論（医療活動） 
山本保博 
上級研究員 
・災害現場の医療活動体
制について理解を深める 

危機対応時の組織論 
（トップの対応） 
遠藤勝裕　日本証券代行株
式会社　取締役相談役 
・阪神・淡路大震災での
トップの災害対応、危機
管理に対する心得を学ぶ 

 
 
 
国の災害対応 
中地弘幸　総務省消防庁防
災課震災対策専門官 
中村信太郎　厚生労働省社
会・援護局総務課災害救
助・救援対策室長　他 
・我が国の防災体制、消
防庁の役割、災害救助法
等の理解を深める 

危機対応時の組織論（情報
提供・報道機関対応） 
安富信　読売新聞社大阪本
社編集委員 
川西勝　読売新聞社大阪本
社科学部主任 
・災害時の情報提供方法、
報道機関対応の課題を学ぶ 

 
災害対応演習 
近藤民代 
主任研究員 
・危機発生時の具体的な
課題をもとに、災害対応
の考え方について学ぶ 

 
災害対応概論（復旧・復興
期） 
中林一樹 
上級研究員 
・復旧・復興期の対応と
課題について学ぶ 

全体討論会 
研究員 
・災害対応に関する課題
について意見交換を行う
ことにより、考え方の理
解を深める 

 
 
 
 
災害事例 ワークショップ 
近藤民代　主任研究員 
・阪神・淡路大震災を事
例にワークショップを行
い、災害対応の考え方の
理解を深める 

 
市民社会ワークショップ 
立木茂雄　上級研究員 
山本康史　ハローボランテ
ィア･ネットワークみえ代
表 
平野昌　ハローボランティ
ア･ネットワークみえ事務
局（三重県政策部東紀州対
策室副室長） 
・災害時の被災社会の対
応において、市民の力の
特徴や行政との関係のあ
り方について理解を深め
る 

（16:15～17:00） 
　レポートタイム 
（17:00～17:15） 
　閉講式 



1限 
（9:30～10:45） 
 

2限 
（11:00～12:15） 
 

3限 
（13:30～14:45） 
 

4限 
（15:15～16:30） 
 

11月5日（月） 11月6日（火） 11月7日（水） 11月8日（木） 11月9日（金） 

 
（10:50～11:15） 
　開講式 
（11:15～12:30） 
　オリエンテーション 
　紅谷昇平 
　主任研究員 

 
標準的な災害対応 
システム論 
林春男 
上級研究員 
・災害対応における標準
的業務手順や対応手法に
ついて 

 
災害情報共有手法 
東田光裕 
西日本電信電話株式会社兵
庫支店主査 
・情報共有の具体的方法
について 

災害の対応事例と教訓 
（その1） 
山本　光範 
鳥取県中部総合事務所所長 
・災害事例をもとに、災
害対応の課題と対応方法
の理解を深める 
・事例をもとに意見交換
を行い、災害対応のあり
方について理解を深める 

被害認定業務 
田中聡　富士常葉大学環境
防災学部准教授 
・被害認定の種類、また
被災者への支援にとって
重要な罹災証明書発行業
務の実務について 

 
災害対応従事者の 
業務管理論 
岩井圭司 
兵庫教育大学大学院学校教
育研究科教授 
・災害対応業務を行うう
えでのマインドケアにつ
いて 

 
阪神・淡路大震災における
初動体制とあり方 
越山健治 
研究主幹 
・阪神・淡路大震災時の
情報提供のあり方、情報
システムの課題について 

業務継続計画論 
丸谷浩明 
京都大学経済研究所教授 
・災害時において対応す
ることになる各公共機関
の主な役割と概要、BCM
の考え方について 

 
行政業務の評価手法 
山谷清志 
同志社大学政策学部教授 
・行政評価の手法と考え
方、防災計画等に基づく
事業の評価手法について 

災害の対応事例と教訓 
（その2） 
大垣昌保 
石川県危機管理監室危機対
策課担当課長 
足田仁司　豊岡市市民生活
部生活環境課課長主任研究員 
・災害事例をもとに、災
害対応の課題と対応方法
の考え方について理解を
深める 
・事例をもとに意見交換
を行い、災害対応のあり
方について理解を深める 

 
非公共機関の災害対応 
水島重光 
日本生活協同組合連合会 
震災担当世話人 
・災害時における公共機
関以外の組織との連携に
ついて 

 
 
災害対応データベースを用
いた演習 
吉川肇子 
慶応義塾大学商学部 
准教授 
・災害対応時における優
先順位付け、阪神・淡路
大震災の事例を通して災
害対応業務として構築す
る方法について 

阪神・淡路大震災の復興まちづ
くりにおける法制度上の課題 
津久井進、永井幸寿、河瀬　
真（弁護士） 
前田哲也（土地家屋調査士） 
阪神・淡路まちづくり支援機構 
・阪神・淡路大震災にお
ける法制度適用の実態と
その問題、課題について 

 
 
災害対策本部の空間構成設
計演習 
牧紀男 
京都大学防災研究所准教授 
元谷豊 
特定非営利活動法人環境・
災害対策研究所主任研究員 
・災害対策本部のレイアウ
ト方法について学習し、実
際にレイアウトを作成する 

 
被害想定の活用方法 
照本清峰 
主任研究員 
・被害予測技術の基礎的
な考え方と災害発生後に
生じる被害程度を想定す
る考え方の理解を深める 

（16:15～17:00） 
　レポートタイム 
（17:00～17:15） 
　閉講式 

マネジメントコース：エキスパート（EB） 

 
都市巨大災害論 
河田惠昭 
人と防災未来センター長 
・事例を通じて災害によ
る被害過程の全体像につ
いて理解する 

主担当：　研究員　紅谷　昇平 



マネジメントコース：アドバンスト 主担当：　主任研究員　照本　清峰　

平成19年11月12日（月） 平成19年11月13日（火） 
 
（11:00～11:30）　　開講式 
（11:30～12:00）　　オリエンテーション 
　　　　　　　　　　照本清峰主任研究員 
 
（12:00～13:30）　　休　憩 
 
（13:30～14:30） 　講義１「最新の研究動向」 
　　　　　　　　　　近藤民代主任研究員 
　　　　　　　　　　照本清峰主任研究員 
　　　　　　　　　　紅谷昇平研究員 
防災に関する最新の技術や研究動向と、国や諸委員会の動向を知る。 
 
（14:30～15:00）　　休　憩 
 
（15:00～17:15）　　講義２「行政対応特論」  
　　　　　　　　　　東田雅俊　日本赤十字社兵庫県　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　支部事務局長 
　　　　　　　　　　　　　　　（前兵庫県防災監）　 
　　　　　　　　　　丸一功光　神戸市教育委員会 
　　　　　　　　　　　　　　　事務局調査課長 
　　　　　　　　　　　　　　　（元神戸市広報課主査） 
大規模災害時の対応事例を知り、災害発生後の対応課題と首長に助言すべき内
容を学ぶ。講義は討論形式で行う。 

 
（9:30～12:00） 講義「災害対応特論」　 
 室崎益輝上級研究員 

 災害の状況に応じて既存法制度の限界部分、対応策につ
いての指示、判断ができるようになるための考えを深め
る。講義は討論形式で行う。 

 
（12:00～13:00） 休　憩 
 
（13:00～15:45）　 「災害対応検討ワークショップ」　 
 照本清峰主任研究員 

 災害発生後の限られた情報の中で状況を推測し、対応方
針、施策を検討する考え方を演習を通じて深める。 

 
　（途中休憩あり） 
 
（16:00～17:00） 「危機対応組織論」  
 河田 惠昭センター長 

 危機対応をする上で首長を補佐する人間が必要とする能
力について理解する。 

 
（17:10～17:25） レポートタイム 
　　　15分　 
 
（17:25～17:30） 閉講式 
　　　5分 

人と防災未来センター災害対策専門研修 図上訓練・広報コース 

平成19年8月6日（月） 平成19年8月7日（火） 平成19年8月8日（水） 
 
（13:00～13:10）10分 
 開講式 
 
（13:10～13:40）30分 
 オリエンテーション 
 近藤伸也主任研究員 
 演習の全体像、流れについて。 
 
（13:40～14:25）45分 
 講義１：災害対策本部のあり方 
 近藤民代主任研究員 
 
（14:25～14:35）10分　　休　憩 
 
（14:35～15:50）75分 
 演習１　災害対策本部のあり方 

 災害対策本部のあり方について認
識の統一 

 
（15:50～16:10）20分　　休　憩 
（16:10～16:45）35分  

 講義２：対応方針を作成する思考
過程 

 水中研究調査員 
 
（16:45～18:00）75分 
 演習２　思考過程 Step1 
 思考過程に従った対応方針の作成 

 
（9:30～10:45） 75分 
 演習３　思考過程 Step2 
 思考過程に従った対応方針の作成 
 
（10:45～10:55）10分　　休　憩 
 
（10:55～12:05）70分 

 講義３：能動的な広報と効果的に
行うマスコミ対応安富リサーチフ
ェロー（読売新聞大阪本社） 
 川西リサーチフェロー（読売新聞
大阪本社） 

 
（12:05～13:05）60分　　休　憩 
 
（13:05～14:05）60分　 
 訓練ルール説明 
 近藤伸也主任研究員 
 ３日目の訓練のルール説明 
 
（14:05～18:00）235分 
 作戦会議 
 人と防災未来センター研究員 

 ３日目の図上訓練における対処計
画の策定、役割分担、空間配置等
の確認 

 
（15:00～15:20）20分　　休　憩 

 
（9:00～9:30） 30分 
 作戦会議２ 

 演習の進め方、役割分担の再確認。 
 
（9:30～10:00） 30分 
 第１回災害対策本部会議 
 
（10:00～12:30）150分 
 図上訓練 

 人と防災未来センター研究員、報道記者 
発災から２時間～４時間までの災害対策本部の運営 

 
（12:30～13:00）30分 
 第２回災害対策本部会議 
 記者会見資料等の作成 
 
（13:00～14:30）90分 
 記者会見シュミレーション 

 報道記者、人と防災未来センター研究員 
 災害対応（演習）を踏まえ記者発表を行う。 

 
（14:30～14:50）20分　　休　憩 
 
（14:50～15:50）60分 
 研修の振り返り 

 人と防災未来センター研究員、研究調査員 
 
（15:50～16:00）10分　　休　憩 
 
（16:00～17:55）115分 
 発表・講評 

 報道記者、人と防災未来センター研究員 
 振り返り内容について発表。 
 
（17:55～18:10）15分　　アンケート 
 
（18:10～18:15）5分　　  閉講式 



日時 曜日 行    程 研修機関講演者及び担当者等（敬称略） 研修場所 時間 
(実績)

11月11日 

11月12日 
 

11月13日 
 
 
 
 
 

11月14日 
 
 
 
 
 
 
 
 

11月15日 

 
 
 
 
 
 
 

11月16日 

 
 
 

11月17日 
11月18日 

 
 
 

11月19日 

 
 
 
 

11月20日 
 
 

11月21日 
 
 

11月21日 

 
 

11月22日 
 
 

11月22日 
 

11月23日 
11月24日 

11月25日 
 
 

11月26日 
 
 
 

11月27日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11月28日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11月29日 

 
 
 
 

11月30日 

 
12月1日 
12月2日 

12月3日 
 
 

12月4日 
 
 
 

12月5日 
 
 
 
 

12月6日 
 
 
 
 
 

12月7日 

 
 
 

10:00-16:00 
 

9:30-11:30 
 

13:00-13:15 
 

13:15-13:45 
 

13:45-14:45 
 

15:15-17:15 
 

9:30-10:30 
 

10:40-12:30 
 

14:00-16:00 
 

19:00-20:30 
 

9:30-11:30 
 
 

13:30-15:30 

 
19:00-20:30 

 
 
 

9:30-11:00 
 

11:45-12:15 
 

13:00-14:30 

14:30-16:00 
 
 
 

15:00-17:15 
 

13:30-15:00 
 
 

16:00-17:00 

 
 

9:45-12:15 
 
 

14:00-15:30 
 

勤労感謝の日 

 
10:00-17:00 

 
9:30-11:30 

pm 
 

10:00-12:00 
 

13:15-14:45 
 

15:00-17:00 
 
 
 

9:30-11:00 
 
 
 
 
 

11:00-13:00 
 
 
 

13:30-15:00 
 

15:30ー18:30 
 
 
 
 

11:30-13:00 
 

13:00-15:30 
 

9:30-12:30 
 

13:00-19:00 

 
 

10:00-12:00 
13:00-17:15 

10:00-12:00 
 

13:30-17:00 
 

10:00-12:30 
 

13:30-17:00 
 

10:00-12:30 
 

13:30-17:00 
 

18:00-19:30 
（17:00より移動） 

9:30-11:30 
 

11:30-12:00 
13:00-14:00

日本 

オリエンテーション 
 
日本語講義 
 
日本の政治・行政 
 
開講式（DRI） 
 
研修コース概略説明 
 
センター概要説明及び職場視察 
 
日本の自然災害について 
 
阪神・淡路大震災の経験 
 
防災未来館　展示見学 
 
日本について 
 
日本語講習 
 
阪神・淡路大震災の状況 
 
 
建物の耐震安全性について 
 

日本語講習 
 
 
 

兵庫県における防災対策の取り組み 
 
神戸市内における被災地モニュメント見学 
 
移　　動 

活断層の見学 
 
移　　動 
リスクコミュニケーション概論 
・防災対策策定に関して平常時から住民とコミ
ュニケーションをとる考え方を学ぶ 

JICA本部表敬訪問 
 
 
日本の防災の仕組み・現在の課題 
 
気象庁の災害対応（講義、見学） 
予報業務紹介　 
予報現業室紹介　 
地震火山業務紹介、現業室紹介　 

災害報道の役割と目的 
 
 
 
文化財防災の取り組み 
（歴史的に価値の高い建物の防災） 
研修資料作成 

震災後のコミュニティ防災の状況 
 

日本の防災教育 
 
防災教育の事例紹介（カントリーレポート） 
※大学での講義 

防災教育の事例紹介・体験 
 
 
 

カントリーレポート発表 
 
 
 
 
 

防災教育やコミュニティー防災の優良事例 
 
 
 

研修中間モニタリング 
 
日本語講習 
 
移　　動 
防災教育ビデオ 
（水害を避難方法‐NHK試してガッテン） 

現地見学（広川町） 
 
過去の災害に学ぶ 
 
串本町の取り組み 
 
移　　動（6時間） 
 
 

災害図上訓練　「DIG」 
 

神戸市立なぎさ小学校見学 
 
PCM（アクションプログラムの作成） 
進め方オリエンテーション 

PCM（アクションプログラムの作成） 
 
アクションプログラム計画策定 
（中間発表会） 

事務処理（精算業務など） 
 
アクションプログラム計画策定 
 
神戸の中心部における復興（現地視察） 
 
アクションプログラム計画発表 
 
研究員との意見交換（発表を受けて） 
資料整理 
評価会 
閉講式・閉講パーティー 

 
 
 

JICE設定 
 
神戸大学 
名誉教授　松下 
山本　健一 
人と防災未来センター　副センター長 
平山　修久 
人と防災未来センター　主任研究員　 
平澤　雄一郎 
人と防災未来センター　事業課長　 
原田　賢治 
人と防災未来センター　主任研究員　 
谷川　三郎 
人と防災未来センター 語り部ボランティア
平澤　雄一郎 
人と防災未来センター　事業課長　 
平澤　雄一郎 
人と防災未来センター　事業課長　 

JICE設定 
 
紅谷　昇平 
人と防災未来センター 研究員　 
安藤　尚一 
国際連合地域開発センター防災計画 
兵庫事務所　所長　 

JICE設定 
 
 
 

兵庫県防災企画局企画課 
 
人と防災未来センター　事業課員 
 
 

野島断層保存　北淡震災記念公園 
 
 

吉川肇子 
慶応義塾大学商学部 准教授 
 
JICA本部地球環境部第3グループ 
中南米部中米・カリブチーム 
河内　紳吾 
内閣府政策統括官（防災担当）付 
参事官（災害予防担当）付　国際防災協力専門官 
気象庁 
予報部業務課　課長補佐　大林　正典 
予報部予報課　主任技術専門官　野中　信英 
地震火山部地震津波監視課　調査官　川上　徹人 

NHK　災害 ・気象 センター 
 
 
 
平澤　雄一郎 
人と防災未来センター　事業課長 
 
特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所 
野崎隆一 事務局長（株）遊空間工房代表取締役）など 
舩木　伸江 
神戸学院大学　防災・社会貢献ユニット専任講師 
学生（神戸学院大学　防災・社会貢献ユニット） 
※カントリーレポート以降以下の方が視察 
石渡　幹夫 
国際協力総合研修所国際協力専門員（防災・水資源管理） 
横堀　肇 
アジア防災センター参与（元広島大学教授） 
須本　エドワード 
国際連合地域開発センター　研究助手　 
石渡　幹夫 
国際協力総合研修所国際協力専門員（防災・水資源管理） 
横堀　肇 
アジア防災センター参与（元広島大学教授） 
須本　エドワード 
国際連合地域開発センター　研究助手　 
石渡　幹夫 
国際協力総合研修所国際協力専門員（防災・水資源管理） 

JICA兵庫 
 
JICE設定 
 
 

（河田センター長出演） 
 
人と防災未来センター　事業課員 
 
濱口梧陵記念館、津波教育防災センター 
 
和歌山県串本町防災課 
 
 
 
 
小村　隆史 
富士常葉大学環境防災学部　準教授 
首藤　昌利 
神戸市立なぎさ小学校　教諭　 

アイ・シー・ネット株式会社 
 
 
アイ・シー・ネット株式会社 
 
 

JICE 
 
アイ・シー・ネット株式会社 
 
人と防災未来センター　事業課長　 
平澤　雄一郎 
人と防災未来センター　 
専任研究員,事業課員 
 
人と防災未来センター 

JICA

 
JICA兵庫　会議室 
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
JICA兵庫　会議室 
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
JICA兵庫　会議室 
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
人と防災未来センター　防災未来館5階 
プレゼンテーションルームA/B 
人と防災未来センター　防災未来館5階 
プレゼンテーションルームA/B 
人と防災未来センター　防災未来館5階 
プレゼンテーションルームA/B 
人と防災未来センター　防災未来館5階 
プレゼンテーションルームA/B 
人と防災未来センター　防災未来館5階 
プレゼンテーションルームA/B 

人と防災未来センター　防災未来館 
 
人と防災未来センター　防災未来館6階 
プレゼンテーションルームA/B 
JICA兵庫　会議室 
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
人と防災未来センター　防災未来館5階 
プレゼンテーションルームA/B 

人と防災未来センター　防災未来館6階 
プレゼンテーションルームA/B 
 
JICA兵庫　会議室 
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
 
 
兵庫県庁　災害対策センター 
〒650-8567　兵庫県中央区下山手通5丁目10番1号 
〒650-8570  
神戸市中央区加納町6丁目5番1号【周辺】 
 
〒656－1736 
兵庫県淡路市小倉177番地及び【周辺】 
 

国際協力総合研修所　202AB会議室 
〒162-8433　東京都新宿区市谷本村町10-5 
 
JICA本部 
〒151-8558 東京都渋谷区代々木2-1-1新宿マインズタワー 
内閣府 
〒100-8914 東京都千代田区霞ヶ関1-2-2 
中央合同庁舎第5号館3階 
 
気象庁 
〒100-8122　東京都千代田区大手町1-3-3 
 
NHK災害気象センター 
〒150-8001 東京都渋谷区神南2-2-1 
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和歌山県串本町防災課 
〒649-3592　和歌山県東牟婁郡串本町串本1800番地 
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〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
神戸市中央区加納町6丁目5番1号 
神戸市役所 【付近】 

JICA兵庫　会議室 
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
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〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号 
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